
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月と言えばやはり、お正月遊び！ 

福笑いは友達の声が頼り。出来上がったひょっとこの顔にみんなで大笑い。かるた取り

では、聞き耳立てて「はい！」とみんな真剣！ 

羽根つきでは飛んでくる羽根と羽子板の空間認知力。(羽子板は段ボールの手作り)コマ回 

しでは指先のコントロールや手の角度。それぞれの遊びにはたくさんの学びの要素が含ま 

れています。どうしたら上手にできるのかを工夫したり、難しい技にチャレンジするなど一人ひとりができる範囲の中で

楽しむ。時には「こうやってみたら？」とアドバイスし、上手に出来たときは「やったね！」と互いに笑顔。他者を認め

合う社会性を身につけていきます。 

今年度のグループも残りあとわずか…。仲間とのかかわりの中でさらに成長する子どもたちに負けないように私たちス

タッフも日々研鑽！！ 

 

 

パトリでは季節を意識した課題内容にしています。１月には「すごろく」「書初め」。 

祈るような気持ちで投げたサイコロと、出した目に一喜一憂する場面や勝負に拘る姿が見 

られました。サイコロは、掌の中で手首を振って投げ、駒も指先で摘まんで一つ一つ動か 

していきます。ゲームを通して順番やルール等を伝えながらも、楽しく、笑顔に溢れたひ 

と時を過ごしました。書初めでは、半紙を片方の手で押さえ、鉛筆とは違った持ち方に苦 

戦をしながら希望や抱負に願いを込め、力強い文字が書けました。 

畑の野菜は、1 日ごとに「どうなっているかな？」と葉っぱの成長や茎の伸び方に目を輝かせてくれる子どもたちに支

えられながら大きくなっています。 

これからも子どもたちが安心して学べる環境づくりに努めていきたいと思っています。 

 

 

アドレで行っている音楽グループでは、季節に合わせた歌を歌ったり、様々な打楽器、

ハンドベルやキーボードの演奏をしたりと、音楽を通した活動をしています。 

打楽器を使ったリズム打ちでは、初めのうちは、楽器の使い方が分からず、無造作に打

ち鳴らしたり一定のリズムが打てなかった子どもたちが、回を重ねるたびに回りの子の使

い方を見たり、スタッフからの声掛けに応じたりするようになってきました。 

ハンドベルでは、音階を色で表したマークの意味が分からず、好きなところで鳴らしていた所から、自分のベルの色と

の同じが分かり、そのタイミングで鳴らすことが分かる子が増えてきました。 

どちらも自分一人で音を楽しむところから、音の重なりを楽しめるようになってきており、演奏後には満足そうな表情

を覗かせています。 

このメンバーでの活動も残りわずか。最後にどのような演奏を聴かせてくれるのか楽しみです。 
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グランメールだより 

療育のご紹介 ～１月～ 

grand-mereには３つの通所支援事業所があり、施設ごとに特色のあるサービスを提供しています。今回は１月

の療育の一部をご紹介いたします。 

特定非営利活動法人 grand-mere 
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 grand-mere adorer 
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grand-mere 保育所等訪問支援 

grand-mere（浜田町事業所）で行っている保育所等訪問支援では、保育所・幼稚園・学校等を訪問し、専門的な支援の方法を

具体的に提供します。子どもの周囲の大人が皆で連携することでその子が安心して成長できる環境をつくっていきます。 

相談の受付は grand-mere（046-240-6232）までお問合せください。 

※ご利用には市町村の障がい福祉課にて保育所等訪問支援の申請が必要です。 

 

新型コロナウイルス感染症予防対策 

 grand-mere では、感染症予防対策として、ご来所頂く方全員のマスク着用及び検温、来所時にも検温

と手指消毒のご協力をお願いしております。 

療育にいらした方の検温結果は支援記録に記録させていただいております。 

 なお、従来設けておりました療育後の報告（10 分）は、療育時間を 50 分から 1 時間とし次回に支援

記録をお渡しすることで代えさせていただいております。またご希望があれば、当日メールにてご報告さ

せていただきます。 

grand-mere polaris 障がい児相談支援 

grand-mere polaris(グランメールポラリス)では、相談支援専門員が相談者一人ひとりの状況を踏まえ、将来を見据えた相談

支援、障がいサービス等利用計画の作成を行っています。必要なサービスの提供や適切な環境づくりに繋がるように、他機関

等との連携も密に取りながら支援を行います。相談の受付は grand-mere polaris（046-206-6605）までお問合せくださ

い。※ご利用には市町村の障がい福祉課にて相談支援の申請が必要です。 

 

新規ご利用希望の方へ 

現在、新規ご利用希望の方は、空きが出次第ご対応させて頂いております。なお、見学は随時行っております。

下記の３事業所の中から、ご自宅に近い等通いやすい事業所にご連絡ください。 

浜田町事業所：TEL 046-240-6232  海老名駅からバス８分徒歩５分 / 大谷コープのそば 

社家事業所 ：TEL 046-244-6956  社家駅から徒歩１０分 

中新田事業所：TEL 046-206-6605  厚木駅から徒歩１０分 もしくは 海老名駅からバス５分徒歩１分 

～ 令和２年度後期個人面談について ～ 

 年間スケジュールにて３月３～５日に予定しておりました 2020 年度後期個別面談ですが、緊急事態宣言中のた

め、郵送にてご対応させて頂くことにいたしました。 

但し、個別での個人面談をご希望される保護者の方は、担当スタッフにお申し出ください。 

また、支援計画と一緒に来年度の利用予定表を、３月１０日頃発送させていただく予定です。他事業所との調整

などで早めに必要な場合は、３月１日以降各事業所にお問合せください。 

令和３年度職員について 

グランメールでは幼稚園教諭、小学校教諭、保育士の他、社会福祉士、公認心理師など専門職を多数配置しており

ますが、令和３年度４月より言語聴覚士、音楽療法士、精神保健福祉士も新たに配置し、支援の質を高めてまいり

ます。 
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